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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
　

＜連絡事項＞

・6/20院内研修実施予定。各自勤務表確認し、出欠をwizにて入力する事。

＜外来情報＞

· 横町　浩様　　～「父から仕事をしろと言われる。そんな事言ってると刺されるよ」と話
　　　　　　　　されている。
· 田名部　一樹様～風邪を引いていたが３日で良くなったとの事。

· 関　秀治様　　～退所について焦りはないとのこと。秋から退所の話を進めていくとの事。

· 関口　禅様　　～昨日疲労の為、デイケアを欠席したと報告あり。

· 大釜　久直様　～「どうしてカルテに他の人の名前と住所が書いてあるの？」など唐突に話されて
　　　　　　　　おり、まとまりない。言語の不明瞭さが目立っている。

· 田澤　勝敏様　～微熱・咳嗽あり内科通院中と報告あり。あと１回受診で終了予定との事。

＜利用者様情報＞

· 今野　容子様～本日昼食が普通食と比べて極端に少ない事に興奮され、副食を僅かに摂取しレス
　　　　　　　トランより戻られている。通リハ棟へ戻られてからは、持参した食べ物を摂取され
　　　　　　　ている。
　　　　　　　⇒　他メンバーが副食を多く盛り付けているものと比べてしまう事も原因として
　　　　　　　　考えられる為、見本のものと比較するように声掛けを行う。又、今後食事サービ
　　　　　　　　ス提供委員会にて意見を出していく。

· 下町　サン子様～午前プログラム中に頭痛・頭重感・胸痛訴えあり、レストランへ行けないと話さ
　　　　　　　　れている。食事配膳すると全量摂取されており、その後不調の訴え聞かれていな
　　　　　　　　い。

· 小野寺　ノリ様～レストランへの誘導時、移動前にトイレへ行くとその後にレストランへ行く事を
　　　　　　　　忘れてしまっている事あり。
　　　　　　　　⇒　誘導等の時間には頻回に声掛けを行う。又、プログラムの合間に急に出て行
　　　　　　　　　　こうとされることがある為、人数等の確認を行い、行動を観察する。

· 田名部　浩平様～来所後、外来ソファーにて横になっている事多く、プログラム中も声掛けにも通
　　　　　　　　リハ棟へ戻ることが出来ずにいる。昨日夜間眠ることが出来なかったとの事で、
　　　　　　　　睡意訴え聞かれている。
　　　　　　　　⇒　プログラム開始時などの時間を守る事が出来るように時間に合わせた声掛
　　　　　　　　　　けを行い、スタッフは所在確認を行う事。

＜事例検討＞

松永　勘五郎様　（58）　統合失調症　　ナイトケア利用中

　　最近、幸房終了後にグループホームへ戻ってからナイトケアに通所している為、来所時間が遅くなっている。遅れる際の連絡を促しているが、「どうせ来るのが分かっているんだから良いでしょ」と話され、依然として連絡することが出来ていない。

　・遅れる理由　　　　：グループホームでコーヒーを飲んでいる

　　　　　　　　　　　　週に１～２度の割合で買い物を行っている

　・ナイトケア通所目的：「ない」⇒以前は２年間だけ食事を摂るという約束で利用を行っていた。

　・定時までの通所でなくては食事発注に支障があることを本人へ説明しているが、「いいから」と話され、時間や自分のペースの変更が出来ない。

　・本人の特徴　：他者との交流は必要ないと話されている。
頭髪が伸びっぱなしであるが、床屋は「話し掛けられるのが恐くて行けない」と対人交流に対する苦手意識が伺える。頭髪については、気になる所を自分で散髪している。
休日には、食事は自分で作ることなく菓子パンや惣菜・弁当などで済ませているが、摂取しないことも度々あるとの事。

　・ナイトケア利用しない場合に予想される問題

　　⇒　・食事を摂取しないことによる体重減少

　　　　・自室への引きこもり

　　　　・生活リズムの乱れ　　　等

○今後の対応

　・連絡を行う事については声掛けを継続するが、同時にスタッフが幸房終了時に本人の所へ行き通所確認を行う。

　・遅れた際には本人の安全確認などの為にも、青明舎・グループホーム世話人へ連絡を行う。又、本人から連絡があった場合に備えて医事室及び北病棟へ情報提供を行う。

　・食事摂取状況に斑がある為、ナイトケアでの定期的な体重測定を行う。

　　⇒　毎週月曜日、来所時に測定。測定結果については随時、外来及び青明舎へ情報提供行う。

　・面談等実施し、ナイトケア利用目的の振り返りの場を提供する。

